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1.図に示すような二つ同径円管より流出する流量を同じにするための z1 と z2 の比を求めよ。た

だし両管とも摩擦係数は 0.02とし、その他の損失はないものとする。

2. 次の値を計算せよ。(1)91mのパイプで 4.6mの圧力損失が測定されている流において、3cm

直径の円管壁におけるせん断応力, (2) 円管の中心より 5cn の位置におけるせん断応力, (3) 摩

擦速度,(4) 摩擦係数を 0.050 としたときの円管内の平均速度,(5) v
v∗ の値。ただし、水の密度は

103kg/m3 とする.

3. 図に示すような管路でポンプの吐出量を 0.2m3/s とすればポンプの出力はいくらになるか。

またエネルギー線を画け。　
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v1 = 1.20 m/s, v2 = 2.83 m/s

Hf = 2899.3, Hp = 17 + 2899.3 = 2916.3

P = γQHp = 583.26× 103 [kg −m/s]


